
こんなものを読んできた（49） 

「手札が多めのビクトリア１～４」守雨（MFブックス）※Web版あり 

校長・鈴木 健 

 

 私は某ア〇ゾンの定額読み放題会員なので、プランに含まれるラノベは読み放題です。大

半は駄作ですが、今回紹介する「手札が多めのビクトリア」は珍しく当たりでした。 

 複数の国家が激しく競い合う近代ヨーロッパ風の架空世界。ハグル王国の秘密工作員クレ

アは信頼していた上司に裏切られたため、組織を脱走します。 

 クレアは名前をビクトリアと変えて（以下、ビクトリア）アシュベ

リー王国にやってきます。そこで母親に捨てられたノンナという少女

を助け、それがきっかけで騎士団長のジェフとも知り合います。 

 秘密工作員として孤独に生きてきたビクトリアですが、アシュベリ

ー王国で暮らすうちに次第に心を許せる人々が増えてきます。その人

たちを守るため、ビクトリアは秘密工作員としての技を駆使して活躍

します…。というのが、このシリーズの枠組みです。 

主人公ビクトリアの自分の筋を曲げない生き方（女性でもハードボ

イルドというのでしょうか？）がいいですね。清々しくて魅力的です。

またこの物語には「転生」も「魔法」も登場しないのもいいですね。ビクトリアは磨きぬい

た技と知恵（ビクトリアはこれらを手札と呼ぶ）で戦い抜きます。 

作者の守雨（しゅう）さんという人は、ラノベ作家の中でも一段抜けた実力を持っている

ように思います。 

たとえばシリーズ 3 巻目には、王宮に侍女として潜入したビクトリアが王太子一家の食

事を見守るシーンがあります。ビクトリア目線で美形ぞろいの王太子の子どもらを「オスカ

ー様もルーカス様もお人形のように可愛らしく整ったお顔だちだ。」と描写した後、すかさ

ず「もっとも、うちのノンナも可愛らしさでは負けていないのだが」という一文が入ってい

ます。ストーリー進行には全く必要ないのですが、これを入れることでビクトリアのノンナ

への愛情の深さ（親バカぶり）が表現されています。この辺がすごく上手です。 

ただ一点、私が「惜しいな」と感じるのは、作品の舞台を「ヨーロッパ風」ではなく、本

当の１８～19世紀ヨーロッパにしても良かったのではないか、ということです。 

現実の１８～19世紀のヨーロッパでは帝国主義国が鎬を削っていました。フランス外相

タレーラン、ドイツ宰相ビスマルク、イギリスの猛将ウエリントンやイタリア統一の英雄ガ

リバルディなど興味深い人物が活躍しますし、「王妃の首飾り事件」、「エムス電報事件」な

ど、「事実は小説より奇なり」という言葉通りの事件も起きています。こういった人物や事

件を絡ませたらすごく面白い話が作れたのではないかと思います。 

と言うわけで、私の中ではかなり推し順位の高い作品です。読み放題に入っている書籍版

１～3 巻を一気に読んでしまいました。「小説家になろう」のサイトには Web 版があり無

料です。アニメ化されたので、読むのが苦手な人はそっちを見てもいいかもしれません。 


